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広穀しうる (2)

市
浦
村
長

高
松
隆
三

ま
た
一
歩
未
知
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
村
に

琴識 藤剣
一
戸

2

の
｛

あ
勺
０
８瀧

延 ざ《j"､ ‐つ

と
っ
て
も
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
幸

せ
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

・
合
併
特
例
債
が
半
分
よ
り
使
え
な

い
。

・
村
独
自
の
事
業
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
。

・
こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ
た
。

・
カ
ネ
が
な
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
。

・
仕
方
が
な
い
合
併
で
い
い
の
か
◎

・
地
方
分
権
で
自
治
体
が
自
立
す
る

の
が
合
併
の
目
的
で
は
な
い
の
か
。

町
村
合
併
が
秒
読
み
に
入
っ
た
い

ま
、
昨
年
の
十
二
月
村
議
会
で
こ
う

し
た
議
論
の
中
か
ら
四
町
村
の
枠
組

を
変
え
る
べ
き
と
い
う
意
見
書
が
出

さ
れ
た
。
さ
ら
に
十
二
月
十
九
日
金

木
町
が
四
町
村
で
の
合
併
協
議
会
か

ら
離
脱
す
る
と
通
告
し
て
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
と
土
俵
の
中
で
最

善
最
良
の
方
策
は
あ
る
の
か
、
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
合
併

問
題
に
つ
い
て
は
私
情
を
捨
て
真
剣

に
、
か
つ
慎
重
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

．
そ
れ
に
十
年
も
続
く
不
況
と

・
十
年
振
り
の
凶
作
と
い
う

・
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
、

。
み
ん
な
悩
ん
で
い
る
と
い
う
の
に
ｃ

バ
イ
オ
マ
ス
で

村
の
葛
聖
を

時
の
流
れ
は
冷
酷
に
も
ア
ッ
と
い

う
間
に
そ
の
悩
み
を
過
去
へ
と
刻
み

続
け
て
い
ま
す
。
時
よ
止
ま
っ
て
く

れ
と
叫
び
た
い
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
を
ど
う
生
き
る
の
か
、
そ

れ
は
村
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
皆
さ

ん
の
将
来
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
大

事
な
一
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
に
良
く
な
る
と
言
わ
れ
て
十

年
以
上
に
も
な
る
の
に
、
世
の
中
い

っ
こ
う
に
よ
く
な
る
気
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
の
み
か
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

中
国
で
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
長

率
を
十
年
以
上
も
続
け
て
い
る
の
に
、

わ
が
国
で
は
十
年
以
上
も
不
況
か
ら

脱
出
で
き
な
い
の
は
ナ
ゼ
な
の
で
し

ょ
う
か
。

食
材
革
命
が
い
ま
、
若
者
の
健
康

に
異
変
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
わ

れ
、
潰
瘍
か
ら
急
性
腹
膜
炎
へ
と
発

展
す
る
「
ク
ロ
ー
ン
病
」
は
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
を
多
用
す
る
若
者
に
多

い
と
疫
学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
一
次
産
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
い
る
わ
が
村
と
し
て
も
改
め
て

人
に
や
さ
し
い
、
地
球
に
や
さ
し
い

「
た
べ
も
の
づ
く
り
」
に
一
層
の
努
力

を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
米
の
生
産
・
流

通
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
は
、
安
心
と
安
全
と
愛
情

が
感
じ
ら
れ
る
生
産
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
世
代
の
花
形
産
業
と
な

る
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
産
資
源
）
の
拠

点
化
を
進
め
、
新
し
い
産
業
お
こ
し

と
「
有
機
の
里
、
シ
ウ
ラ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
、
都
市
と
の
交
流
を

深
め
産
直
販
売
や
契
約
販
売
を
重
点

に
、
生
産
現
場
を
舞
台
に
し
て
消
費

者
が
「
体
験
す
る
、
学
ぶ
、
遊
ぶ
、

食
べ
る
、
買
う
」
と
い
う
総
合
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
村
全
体
を
フ
ァ
ー

ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
す
る
ほ
か
、
し
～

う
ら
ん
ど
海
遊
館
で
の
健
康
づ
く
り

や
、
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光

な
ど
に
も
連
動
さ
せ
、
例
え
町
村
合

併
し
て
も
わ
が
村
が
主
体
的
に
輝
き

続
け
る
村
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
「
土
の
声
」
を
聞
き
、

「
農
産
物
の
言
葉
」
を
理
解
で
き
る

精
密
圃
場
管
理
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
癒
し
と
健
康
の
里
」
を
め
ざ
す

わ
が
村
で
は
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
の

指
定
を
受
け
て
建
設
し
て
い
る
総
合

健
康
医
療
セ
ン
タ
ー
は
五
月
頃
オ
ー

プ
ン
の
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
備
品
も
含
め
る
と
事
業
費
は
約
六

億
円
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
補

助
金
と
過
疎
債
を
入
れ
る
と
国
の
実

質
的
な
負
担
は
約
四
億
八
千
万
円
で
、

全
事
業
費
に
対
し
て
国
の
負
担
率
が

八
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
今
後
十
年

間
は
人
件
費
や
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も

高
額
の
補
助
金
が
つ
く
と
い
う
、
い

ま
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
す
ば

ら
し
い
制
度
で
あ
り
、
こ
の
事
業
を

認
め
て
い
た
だ
い
た
国
並
び
に
県
の

関
係
者
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
フ
ル
に

活
か
し
、
在
宅
医
療
、
在
宅
看
護
、

在
宅
福
祉
の
充
実
や
ニ
ギ
ニ
ギ
体
操

の
全
村
普
及
、
そ
れ
に
配
色
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
強
化
を
図
り
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
の
健
康
づ
く
り
に
一
層
の
努
力

を
す
る
と
と
も
に
、
脇
元
地
域
か
ら

強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
公
民
館

の
建
設
に
つ
い
て
も
着
工
の
方
向
で

検
討
す
る
ほ
か
、
生
涯
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
県
の
社
会
教
育
主
事
の

派
遣
に
つ
い
て
も
努
力
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
削
減
、
補
助
金
の

削
減
、
不
況
に
よ
る
村
税
の
減
収
と

い
う
三
重
苦
を
背
負
い
な
が
ら
も
市

浦
の
あ
し
た
の
た
め
プ
ラ
ス
思
考
で

歩
み
続
け
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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恒
例
の
あ
い
さ
つ
に
な
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
希
望
あ
る
輝
か
し

い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
村
が
長
年
に
わ
た
っ
て

十
三
湊
漁
港
の
建
設
を
県
及
び
国
に

対
し
て
陳
情
等
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
結
果
、
県
及
び
国
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
も
と
で
漁
村
整
備
事
業
の

一
環
と
し
て
、
待
望
の
十
三
湊
漁
港

の
着
工
を
四
月
に
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

継
続
事
業
と
し
て
は
、
農
家
所
得

の
向
上
と
減
反
政
策
に
対
応
が
で
き

う
る
水
田
圃
場
整
備
事
業
の
継
続
、

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
は
住
民

の
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
の
た
め

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
工
事

へ
の
着
工
、
さ
ら
に
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て
市
浦
村
国

市
浦
村
議
会
議
長

工
藤
武

リ目
夕、

民
健
康
保
険
総
合
保
健
施
設
及
び
医

科
歯
科
診
療
所
の
新
築
へ
の
着
工
な

ど
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
ま
た
長
期
経
済
の
冷
え
込
み

に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
十

年
ぶ
り
の
冷
夏
の
年
と
な
り
、
本
村

の
基
幹
産
業
で
あ
る
稲
作
を
中
心
と

す
る
農
作
物
へ
の
打
盤
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
迎
え
た
新
年
は
行
財
政
基

盤
の
強
化
と
整
備
、
ま
た
地
方
分
権

業
務
の
推
進
と
少
子
高
齢
化
対
策
の

た
め
歴
史
の
転
換
期
と
い
う
平
成
の

市
町
村
大
合
併
問
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。

ご
案
内
の
よ
う
に
昨
年
九
月
に
は
、

第
七
回
の
四
町
村
合
併
協
議
会
に
お

い
て
新
町
の
名
称
が
十
三
湖
町
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
金
木
町
議
会
が

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
津
軽
北
部

四
町
村
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
を
す

る
こ
と
が
臨
時
議
会
に
於
い
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
町
誕

生
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
諸
問
題
が

山
積
み
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

政
府
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

の
合
併
の
ス
タ
ー
ト
と
さ
れ
て
い
る

合
併
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
当
村
の

持
銭
鋪
な
地
域
の

発
雇
を
め
ざ
し
て

農
林
水
産
業
・
文
化
・
観
光
・
歴
史

等
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
合

併
後
も
地
域
経
済
が
潤
う
発
展
の
た

め
の
取
り
組
み
を
し
、
後
生
に
高
く

評
価
さ
れ
る
よ
う
慎
重
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今

後
と
も
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

村
民
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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く

F
通水記念式典でテープカットをする関係者 観光立村20周年記念イベント

一一一

南電軍罎”屡二
こ
の
一
牟
童
写
真
で
振
り
返
る

二
○
○
三
年
ハ
イ
ラ
イ
ト
・
今

年
も
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

配

Y1

（
陸上大会初優勝の結果報告をする市浦分校生平成15年度成人式

圓○町
村
合
併
法
定
協
議
会
設
置
協
議
書
へ
調
印
《

圓圓圓○相
内
・
太
田
地
区
で
虫
送
り
開
催
。

○
交
通
事
故
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
五
○
○
日
を
達
成
。

Ｏ
任
期
満
了
に
伴
い
助
役
工
藤
誠
一
郎
氏
が
退
任
。

○
市
浦
村
に
新
し
い
名
所
「
十
三
の
砂
山
公
園
」
が
完
成
し
除

幕
式
が
行
な
わ
れ
る
。

○
金
木
高
校
・
市
浦
分
校
が
陸
上
競
技
大
会
女
子
の
部
で
初
優
勝
。

７
月
一

○
壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
男
子
五
十
歳
の
部
で
棟
方
由
美
さ
ん

が
優
勝
。

○
大
沼
地
区
水
環
境
整
備
事
業
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
る
。
（
大
沼

公
園
）

○
観
光
立
村
二
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
。
（
大
沼
公
園
）

○
新
町
の
事
務
所
は
現
在
の
「
金
木
町
役
場
庁
舎
」
に
決
定
。

ま
た
、
現
在
の
中
里
町
、
小
泊
村
、
市
浦
村
の
役
場
の
位
置

圓ｏ平
成
十
五
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
二

十
四
億
二
千
万
円
。

○
一
日
ド
ッ
ク
（
総
合
健
診
）
で
村
民
八
百
七
人
が
受
診
。

○
十
三
湊
漁
港
（
仮
称
）
建
設
の
安
全
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

○
任
期
満
了
に
伴
う
市
浦
村
長
選
挙
で
高
松
隆
三
氏
が
無
投
票

当
選
・

圓 Ｏ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
工
藤
嘉
四
蔵

さ
ん
（
十
三
）
梶
浦
ミ
ナ
さ
ん
（
十
三
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
。

○
第
四
回
目
セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
の
五
万
円
の
商
品
券
が
「
い

そ
ま
つ
チ
ー
ム
」
に
。

○
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催
。
ヨ
ミ
セ
ン
）

○
し
う
ら
和
牛
改
良
組
合
設
立
。

○
市
浦
村
土
地
改
良
区
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
ｃ

Ｏ
相
内
地
区
浄
化
セ
ン
タ
ー
「
み
と
り
の
館
」
共
用
開
始
。

Ｏ
高
松
村
政
四
期
目
が
ス
タ
ー
ト
。
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関東地区ふるさと市浦会交流会 ウインドサーフィンイベント

h

市浦村農作物冷害対策本部設置

水稲生育状況視察北五植樹祭金木高校市浦分校創立50周年式典

～

篭をポゾ」
沖縄市在住の上原氏が来庁20万円を寄付

総合防災訓練で
バケツリレーに参加する住民虫おくり（相内地区）

８
月
．圓ｏ市

浦
村
膿
作
物
冷
害
対
策
設
置
本
部

Ｏ
市
浦
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。
（
十
三
地
区
）

○
平
成
十
五
年
度
敬
老
会
開
催
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

｜
叩
繩
喉
州
獺
舳
権
。
「
焔
奉
鵬
岫
」
に
決
定
。

圏圓○第
二
十
四
回
あ
す
を
ひ
ら
く
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催
。
（
コ
ミ

セ
ン
）

Ｏ
平
成
十
五
年
度
市
浦
村
褒
賞
受
賞
式
に
お
い
て
八
人
を
表
彰
。

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

○
第
三
十
四
回
保
健
・
医
療
・
福
祉
共
同
計
画
会
議
開
催
。
ヨ

ミ
セ
ン
）

Ｃ
医
科
歯
科
診
療
所
・
総
合
保
健
施
設
新
築
工
事
．
（
仮
称
）

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
新
設
及
び
適
正
閉
鎖
）
整
備
工
事

（
仮
称
）
浸
出
水
処
理
施
設
及
び
ス
ト
ッ
ク
ャ
ー
ド
施
設
整
備

工
事
安
全
祈
願
祭
を
挙
行
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

○
合
併
の
期
日
は
「
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
」
で
確
認
ｃ

Ⅷ
月
一

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
第
二
次
サ
ー
ビ
ス

開
始
。

○
関
東
地
区
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
交
流
会
を
市
浦
村
で
開
催
。

○
十
三
の
砂
山
ま
つ
り
開
催
。
（
十
三
地
区
）

○
相
内
・
坊
様
踊
り
と
ね
ぶ
た
ま
つ
り
開
催
。
（
相
内
地
区
）

○
平
成
十
五
年
度
成
人
式
を
挙
行
。
新
成
人
三
十
七
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

○
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
十
三
湖
が
開
催
さ
れ
る
。

Ｏ
青
森
県
民
体
育
大
会
。
（
青
森
市
）

○
十
三
湊
檀
林
寺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
を
開
催
。

Ｏ
脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭
。
（
脇
元
地
区
）

Ｏ
県
立
金
木
高
校
市
浦
分
校
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
開
催
。

Ｏ
子
牛
品
評
会
開
催
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
「
と
も
か
ず
６
」
。
（
実

取
牧
場
）

○
第
二
十
五
回
北
五
地
方
植
樹
祭
開
催
。
（
大
沼
公
園

○
村
友
会
議
を
開
催
。
（
盛
岡
市
）

に
支
所
を
置
く
こ
と
に
決
定
、

教
育
長
木
村
義
光
氏
が
退
任
ｃ
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木
村
氏
は
十
七
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
小
学
校
統
合
、
非
行
問
題
、

中
学
校
の
学
力
の
向
上
等
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
健

康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
等
の
理
由
で

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

木
村
氏
は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら

六
十
三
年
ま
で
村
議
会
議
員
を
務
め
、

そ
の
間
、
議
長
を
一
期
、
副
議
長
を

一
期
務
め
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年

か
ら
教
育
長
の
任
務
に
就
き
ま
し
た
。

四
十
年
以
上
も
地
方
自
治
に
貢
献
さ

れ
村
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
り
一
言
伺
い
ま
し
た
。

「
素
直
な
子
ど
も
た
ち
、
教
育
に
理

解
の
あ
る
父
兄
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、

教
育
に
意
欲
の
あ
る
、
優
れ
た
先
生

に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
何
と
か
職
務
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
員
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
で
す
。
終
わ
り
に
な
っ
て
大

変
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
感
謝
感
謝
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
の
ん
び
り
と
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

健
康
に
留
意
し
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

木
村
義
光
教
育
長
が
退
任

◎
医
科
・
歯
科
診
療
所
・
総
合
保
健

施
設
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

等
安
全
祈
願
祭

十
一
月
二
十
七
日
医
科
・
歯
科
診

療
所
・
総
合
保
健
施
設
新
築
工
事
、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
等
の
安
全

祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

医
科
・
歯
科
診
療
所
・
総
合
保
健

施
設
は
現
在
の
診
療
所
の
隣
に
、
ま

た
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
も
、

岩
井
ご
み
捨
て
場
の
隣
に
建
設
さ
れ

ま
す
。

起
工
式
で
高
松
村
長
が
「
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
保
健
と
医
療
と
福
祉

を
家
庭
に
出
前
す
る
拠
点
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
、
市
浦
の
包
括
ケ
ア
シ

花
束
を
受
け
取
る
木
村
教
育
長
。
長

い
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

医
療
画
保
健
・
福
祉
の
充
実

と
快
適
な
環
境
設
定
を

く
わ
入
れ
を
す
る
高
松
村
長

十
二
月
十
日
ア
ト
ム
保
育
園
で
も

ち
つ
き
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
金
木
高
校
市
浦
分
校
生

ス
テ
ム
は
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
最
終
処
分
場

の
建
設
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
、
快

適
な
環
境
の
保
持
に
つ
な
が
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

医
科
・
歯
科
診
療
所
・
総
合
保
健

施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
策
定
委
員

を
設
置
し
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

医
科
歯
科
診
療
所
・
総
合
保
健

施
設
は
（
総
工
費
約
六
億
円
）
平
成

十
六
年
三
月
に
完
成
し
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
総
工
費
約
十
二
億

八
百
万
）
は
平
成
十
八
年
三
月
完
成

予
定
で
す
。

も
う
い
く
つ
ね
る
と
お
正
月

ア
ト
ム
保
一
胃
園
で
も
ち
つ
き
壹

i築融 も
一
緒
に
加
わ
り
、
も
ち
つ
き
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
つ
い
た
も
ち
は

子
ど
も
た
ち
が
大
福
も
ち
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
不
作
の
影

響
で
も
ち
は
少
し
し
か
作
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
は
お
米
が
沢
山
取
れ

る
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
し
て

お
も
ち
が
で
き
る
ん
だ

す
０
９零

．
》
鋼
課
甥

ｈ
■
■
■
■
ｑ
■
。
■
■
牙

』鋤う
ま
〃
く
つ
け
た
か
な
７

－

－

－

m 鐸 く

一
侭
毛
一
一
座

が
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市
浦
村
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
十
一
月
三
十
日
に
ア
イ
ビ
ー
ボ

ウ
ル
柏
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
親
子

連
れ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
今
回
で
十
三
回
目
と
な
る

大
会
に
は
、
三
十
二
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
ｃ

ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
を
ね
ら
う

も
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
泣
き
笑
い

あ
り
、
ガ
ッ
ッ
ポ
ー
ズ
あ
り
の
大
変

に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
棟
方
伸
伍
さ
ん
が

こ
の
大
会
三
度
目
と
な
る
優
勝
を
果

た
し
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
参
加
者
全
員
に

抽
選
に
よ
る
賞
品
が
与
え
ら
れ
、
成

功
裡
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
部
長
の
新
岡
寿
行
さ

ん
は
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
親
子

連
れ
が
増
え
て
う
れ
し
い
。
誰
で
も

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
ど
し
ど

し
参
加
し
て
ほ
し
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

親
子
連
れ
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
楽
し
い
ひ
と
と
き

トロフィーを手にする

棟方伸伍さん
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し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館

支
配
人
古
川
公
成

本
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
様
に

健
康
と
癒
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
と
ご
鞭
捷
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
四
回
目
の
新
年
を

迎
え
、
昨
年
の
三
月
に
は
高
梨
前
支

配
人
に
引
継
ぎ
支
配
人
兼
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
し
て
運
営
か
ら
運
動
指
導
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
元

の
方
が
よ
り
多
く
会
員
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
海
遊

館
の
会
員
数
は
延
べ
一
二
三
六
人
と

一
度
は
会
員
に
な
っ
て
い
る
方
は
沢

山
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
利
用
し
て

ー■

新
辱
鯛
城
塞
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

健
康
の
意
識
改
革

Ｉ
’！

．
‐
耐
、
■
■
四
Ｆ
か
、
■
■
副
■
、
■
■
田
■
■
因
、
”
■
碩
趾
■
画 元気力Iい通信

,27q

い
る
方
は
約
三
割
程
度
が
現
状
で
す
。

医
療
費
三
割
負
担
な
ど
病
院
に
罹
る

と
個
人
負
担
が
高
く
な
る
こ
と
で
予

防
医
学
が
注
目
さ
れ
健
康
志
向
が
強

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
し
～
う
ら

ん
ど
海
遊
館
は
理
に
か
な
っ
た
施
設
」

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
方
が

非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

膝
が
痛
く
て
、
腰
が
痛
く
て
、
肩

こ
り
が
ひ
ど
く
て
、
一
時
間
も
掛
け

て
病
院
や
整
体
に
行
く
の
に
、
す
ぐ

そ
こ
に
あ
る
『
健
康
の
拠
点
」
は
、

「
お
年
寄
り
が
行
く
と
こ
ろ
」
、
「
や

せ
る
た
め
に
行
く
」
、
「
寒
い
と
こ
ろ
」

「
歩
か
な
い
と
ダ
メ
」
な
ど
認
識
に

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
認
識
が
強
い
よ
う
な
印
象
が
あ
り

ま
す
。
『
健
康
（
し
１
う
ら
ん
ど
海

遊
館
）
に
対
す
る
壁
』
を
自
ら
作
り

利
用
し
な
い
、
効
果
が
無
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
利
用
し
て
い
る
会
員
さ
ん

に
体
調
を
伺
う
と
、
肩
こ
り
や
腰
痛

が
あ
っ
て
も
海
遊
館
で
オ
プ
シ
ョ
ン

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
（
パ
ッ
シ
ブ
ス
ト

レ
ッ
チ
）
な
ど
を
受
け
る
こ
と
無
く
、

時
間
を
掛
け
整
体
や
指
圧
に
行
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
海
遊
館
で
元
気
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
受
け
上
手
に
活
用

し
て
、
い
ろ
い
ろ
試
し
た
け
ど
良
く

な
ら
な
か
っ
た
症
状
が
煽
終
的
に
海

遊
館
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
」
で
良
く

な
っ
た
と
身
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
康
づ
く
り
以
外
に
、
痩
せ
る
た

め
に
利
用
し
て
い
る
お
客
様
も
多
い

よ
う
で
す
℃
ど
う
し
て
も
短
期
間
で

効
果
を
求
め
て
同
じ
事
を
繰
り
返
す

習
慣
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
の
が
人
間

の
悲
し
い
性
で
す
。
皮
下
組
織
の
細

~UP恥一

胞
が
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
は
約
二

十
八
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
の
機
能
が
正
常
な
状
態
で

体
質
・
体
系
を
改
善
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
）

す
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
善

で
き
て
三
ヶ
月
～
六
ヶ
月
は
か
か
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
食
事
の
管
理
も
で

き
て
の
話
で
す
。
体
重
一
○
○
唾
以

上
の
人
が
一
ヶ
月
間
で
急
激
に
痩
せ

る
と
伸
び
き
っ
て
し
ま
っ
た
皮
が
残

り
無
残
な
姿
に
な
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。

「
健
康
は
、
己
を
知
り
、
身
体
機

能
を
知
る
こ
と
で
す
」
。
私
た
ち
は
人

間
で
あ
る
限
り
、
健
康
に
な
る
魔
法

は
存
在
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
～
～

に
効
く
健
康
食
品
や
運
動
は
続
け
る

こ
と
が
最
低
限
必
要
な
の
で
す
。
現

在
、
海
遊
館
を
継
続
し
て
運
動
し
て

い
る
人
や
そ
の
他
健
康
づ
く
り
を
し

て
い
る
人
と
十
年
後
を
比
較
し
て
み

る
と
差
は
歴
然
と
し
て
現
れ
て
き
ま

鶴騨
PアP

唖郵

為

”壁
さ

蹄

‘
等珂

摩

頭世出F

辱昨
形ロ

ー型ユー.__‐垂

寧謬も癖

．~

蝉

す
。
「
お
ま
え
八
十
歳
に
も
な
っ
て
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
と
言

う
方
か
、
言
わ
れ
る
方
か
は
今
年
が

分
か
れ
道
で
す
。

今
年
の
干
支
は
申
（
さ
る
）
年
で

す
。
申
は
温
泉
で
良
く
見
掛
け
ま
す

が
、
千
葉
県
の
勝
浦
で
は
猿
軍
団
が

温
泉
か
ら
温
海
水
に
浸
か
る
勢
い
で

す
。
自
然
環
境
が
悪
化
し
、
猿
も
ス

ト
レ
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
か

ら
で
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
本
に
お

け
る
死
亡
原
因
の
癌
は
ス
ト
レ
ス
が

引
き
起
こ
す
病
気
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
海
遊
館
は

も
っ
と
も
適
し
た
環
境
な
の
で
す
。

健
康
の
意
識
を
変
え
て
、
今
年
は
た

く
さ
ん
笑
え
る
よ
う
な
楽
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
浦

村
民
が
全
員
海
遊
館
を
利
用
し
た
こ

と
が
あ
り
、
笑
顔
で
健
康
で
あ
る
こ

と
を
願
い
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

｝↑

‘凶

窮内
生

、

、
、、
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国
民
年
金
の
よ
う
な
公
的
年
金
は
、

民
間
の
会
社
の
商
品
で
あ
る
私
的
年

金
と
異
な
る
点
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
老
後
の
所
得
保
障
の
柱
と
な
り
、

全
員
が
加
入
し
、
物
価
や
生
活
水
準

な
ど
の
変
動
に
応
じ
て
支
給
額
を
改

定
し
実
質
価
値
を
維
持
し
、
年
金
原

資
は
本
人
及
び
後
世
代
の
支
払
っ
た

保
険
料
、
運
用
収
入
及
び
国
庫
負
担

で
ま
か
な
わ
れ
る
な
ど
の
点
が
私
的

年
金
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
終
身
に
わ
た
り
支
給

さ
れ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
公
的
年
金
は
実
質
的
な
価

値
の
維
持
さ
れ
た
給
付
が
、
長
生
き

し
た
場
合
に
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
受

け
ら
れ
る
終
身
年
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
障
害
を
持
っ
た
り
、
遺
族

と
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

相
当
程
度
の
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

よ
く
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
我
々
が
何
歳
ま
で
長
生
き
す
る

の
か
、
障
害
を
持
っ
た
り
、
遺
族
に

な
っ
た
り
す
る
の
か
と
い
っ
た
予
測

は
難
し
く
、
こ
れ
に
備
え
て
十
分
な

貯
蓄
等
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
は
困

国
． l■■■■■

一
陣
嘩
職

－

一

I辰 車

難
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
に
も
、
世

代
間
扶
養
の
仕
組
み
の
公
的
年
金
で

こ
そ
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
公
的
年
金
は
本
人
及

び
後
世
代
の
払
っ
た
保
険
料
や
国
庫

負
担
等
が
支
払
い
の
原
資
と
な
る
の

で
、
経
済
変
動
な
ど
に
も
対
応
し
た

終
身
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

他
方
、
私
的
年
金
で
は
、
本
人
の

支
払
っ
た
保
険
料
と
運
用
収
入
を
年

金
や
営
業
費
用
の
原
資
と
し
て
お
り
、

有
期
年
金
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

任
意
加
入
の
私
的
年
金
を
終
身
年
金

に
す
る
と
長
生
き
し
そ
う
だ
と
考
え

る
人
ば
か
り
が
加
入
す
る
、
い
わ
ゆ

る
逆
選
択
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
保
険
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
な

い
限
り
制
度
の
運
営
は
困
雌
と
な
り

ま
す
。生

涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
の
安
心
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

”
庫
嫁

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

埠
嘩
室

＝

■
津
”
剛
輔
轍
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噂
■
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１

【
年
金
Ｑ
＆
△

回
隷
囎
篭
讓

ら
厚
生
年
金
に
七
年
間
、
国
民
年
金

を
納
め
た
期
間
が
四
年
、
保
険
料
免

齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
所
得
税
法
で
は
雑
所
得
と
さ

れ
所
得
税
の
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

こ
の
う
ち
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
保
険
に
か
か
る
源
泉
徴
収
票
は
一

月
末
頃
ま
で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

複
数
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
や
、
年
金
以
外
に
も
所
得
の
あ
る

方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
に
も
医
療
費
等
の
控
除
を
受

け
る
方
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。な

お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等

は
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
■
■
ロ

～

麹
鵠
唖
購
鯉
蔀

利
用
す
れ
ば
、
老
齢
厚
生
年
金
と
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

受
給
資
格
期
間
（
最
低
二
十
派
年
）

に
満
た
な
い
と
、
年
金
を
受
給
で
き

除
期
間
が
二
年
あ
り
ま
す
。
今
か
ら

保
険
料
を
収
め
た
ら
年
金
は
受
け
ら

れ
ま
す
か
？

、／

【あ芯だの 合lさ0
二＝

70歳
▼

50歳
▼

厚生年金期間7年十国民年金保険料
保険料を納めた期間4年十納付（保険料免
保険料免除期間2年＝13年除期間を含む）

60歳62歳65歳
▼▼▼
一 一一今令毛参一一一.一一一．=~ー‐･毎口

-毛一手一グー--一一一一一一

いまから10年十60歳から2年の保険料を納めます

※50歳から60歳まで国民年金保険料を納め(免除期間含む)、60歳から62
歳まで任意加入(申し出が必要)して保険料を納めて下さい。ただし、
60歳以降は免除申請はできません。 な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
保
険
料
を
未
納
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
厚
生
年

金
期
間
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
た
期
間
、
免
除
期
間
が
ム
ダ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

||任 入の鮒稲ン卜

●60歳時点で不足期間が5年以内の方

65歳まで加入を延ばせるから大丈夫c安心して保険料を納めて下さいc

●60歳時点で不足期間が5～10年の方
昭和30年4月1日までに生まれた方なら、70歳になるまで不足分の加

入ができます。

※鍋去？毎“内に朱馳鞠顧がふろ黄感､早めに灘め司拳さきしょう。

ノ、

［
優
秀
賞
作
品
〕

年
金
は
安
心
と
幸
せ
締
ぷ
鯵
ロ
ー
ド

士
■
ｄ
ｄ
■
■

乎
戎
喝
頃
登
甲
金
漂
需
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１
０
⑥

一
一
二

・
・

情報をお寄せください 。

お し ら せ啓
一

役場の電話は62－2111』毛』毛

＝ﾛ､『一h

灰 薊＝ 琴 蝋
竜竜

r吾~ﾆー、★
車
検
は
一
ケ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。

例
年
三
月
は
、
名
義
変
更
（
移
転

登
録
）
・
廃
車
（
抹
消
登
録
）
・
住
所

放
送
大
学
で
は
、
平
成
十
六
年
度

第
一
学
期
（
四
月
入
学
）
「
教
養
学

部
生
」
及
び
「
大
学
院
修
士
科
目
生
」

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
出
願
受
付
期
間
十
二
月
十
五
日

⑪
～
二
月
二
十
九
日
⑧

※
募
集
要
項
は
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

○
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
○
三
六
’
八
五
六
○

弘
前
市
文
京
町
一
弘
前
大
学
創

立
五
十
周
年
記
念
会
館
内

冠
○
一
七
二
’
三
八
’
○
五
○
○

○
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

〒
○
三
九
’
二
○
二

八
戸
市
一
番
町
一
’
九
’
二
二

八
戸
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
「
ユ
ー
ト
リ
ー
］
内
・

合
○
一
七
八
’
七
○
’
一
六
六
三

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

言
冒
芸
乏
老
君
上
‐
里
『
西
且
つ
言
つ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
請

求
・
出
願
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車

手
続
き
車
検
は
お
早
め
に
〃
一

－ ● 一 ■ － ●一●－●－●－●d■■■■●一●－曲一全一●一●－●－●a■■■■●q■■■■●－p－■－守一寺一申一｡q■■■■P‐一己一己一幸一p一◆一色一｡－の一●－■■■■■■●－●q■■■■P｡－℃ー＝ー●一F－F－ローーー争一

変
更
等
（
変
更
登
録
等
）
の
手
続
き

で
、
運
輸
局
及
び
事
務
所
の
窓
口
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、
三
月
中

旬
頃
か
ら
は
待
ち
時
間
が
長
く
て
申

請
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。
名
義
変
更
や

廃
車
等
の
手
続
き
は
、
で
き
る
だ
け

三
月
十
五
日
以
前
に
済
ま
せ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
三
月
は
車
検
（
継
続
検
査
）

も
大
変
混
雑
し
ま
す
。
車
検
は
一
ヶ

月
前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
三
月
下
旬
に
集
中
し
な
い
よ

う
お
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

諸
手
続
及
び
ユ
Ｉ
ザ
ー
車
検
の
予
約

に
つ
い
て
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
下
さ
い
。

最
近
、
登
録
事
項
等
証
明
書
を
悪

用
し
た
組
織
的
な
自
動
車
盗
難
事
件

や
自
動
車
検
査
証
の
不
正
な
再
交
付

申
請
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
犯
罪
防
止
の
た
め
運
輸
支
局

及
び
事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
登
録

事
項
等
証
明
書
交
付
請
求
及
び
自
動

車
検
査
証
再
交
付
申
請
時
に
身
分
確

認
（
自
動
車
運
転
免
許
証
等
）
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

青
森
市
大
字
浜
田

字
豊
田
一
三
九
’
一
三

国
土
交
通
省
・

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

●4b●■I●●●1DFqﾛ寺一I甲●句一申1■‐q､‐宅P‐＝舎一争一の一■一●一●一■I■■■■●－℃－寺一寺－争一一一申一申一●d■■■■由一○－●q■■■■●－寺一寺一一一一一勺一宇－争一隼■■■■■■｡q■■■■仏｡－●I■■■■

壷
○
一
七
’
七
三
九
’
一
五
○
三

◆
受
付
時
間

平
日
八
時
四
十
五
分
～
十
二
時

一
時
～
四
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◆
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
重
時
間
）

・
青
森
区
域

電
○
一
七
’
七
二
九
’
四
二
二
二

・
八
戸
区
域

合
○
一
七
八
’
二
○
’
四
四
四
八

来
春
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
う

ち
、
地
元
就
職
を
強
く
希
望
し
て
い

る
も
の
の
、
ま
だ
多
数
の
高
校
生
は

就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
ｃ

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
新
規
採

用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
を
担
う
若
い
有
能
な
人
材
を
一

人
で
も
多
く
採
用
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
求
人
に
つ
い
て
特
段
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
十
一
月
末
現
在
の
県
内
就
職
希
望

未
内
定
者
状
況
叩
人
数

青
森
（
“
）
・
八
戸
（
慨
）
・
弘
前

（
咄
）
・
む
つ
（
岨
）
・
野
辺
地
（
咽
）
・

五
所
川
原
（
仰
）
・
三
沢
（
唖
・
十
和

田
（
脳
）
・
黒
石
（
皿
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五

所
川
原

霊
土
釜
一
裏
書
菫
鑿

奉
塞
毒
害
対
塞
垂
奉
《
《
奉
噸
い
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定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
元
本
一
、
○
○
○
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
た

ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ

て
支
払
わ
れ
ま
す
二
部
カ
ッ
ト
き

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

平
成
十
七
年
四
月
以
降
は
、
当
座

預
金
等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金
が

全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯

金
保
険
制
度
と
も
に
同
様
の
取
扱
い

が
な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま

た
は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協

同
組
合
貯
金
保
険
機
櫛
、
財
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
金
融
庁
・
預
金
保
険
機
構
）

11｣岸'1

砥
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建
司一
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公職選挙法の一部が改正され、新たに｢期日前投票制度｣が創設されました。これまでの不在者投票では、

投票用紙を封筒に入れて、それに署名するといった手続が必要でしたが、12月1日以降、公示または告

示される選挙からはお住まいの市町村で行う投票に限りこの手続が不要となります。病院・老人ホーム

などやお住まいの市町村以外の市町村で行う不在者投票については従来どおり行われます。期日前投

票及び不在者投票を行うことのできる期間は選挙の公示日又は告示日の翌日から投票日の前日までの間

↑
◆
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
側
Ｆ
Ｌ
Ｔ
即
い
仲
脹
。
▽
し
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
ｌ
グ
ト

I

です｡(従来の不在者投票ができる期間と異なりますので注意してください｡）

／ 、

【
従
来
の
不
在
者
投
票
】

繍匡今

不在者投票管理者へ
提出し、外封筒
に立会人が署名

必

で
患

今面今
記載場所にて
投票用紙への
記 載

投票用紙を
内封筒へ

外封筒へ入れ
選挙人が署名

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

受理を決定した
ものを開封

唖
↑

し

I
【
期
日
前
投
票
】

お麓！

蕊 選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ

期日前投票所
にて投票用紙
への記賊

、

★市浦村での1月11日（日）の村議会議員選挙から適用されます。
★詳しくは、市浦村選挙管理委員会にお問い合わせ下さい。冠62－2111

－－－－．－－一－－

(内15）
－－－－－

～、

「
お
金
を
融
資
す
る
」
な
ど
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

よ
、
つ
。

″
融
資
詐
欺
は
、
過
去
の
借
財
・
会

社
経
営
等
で
資
金
に
困
っ
て
い
る

人
に
対
し
、
チ
ラ
シ
、
ハ
ガ
キ
、

雑
誌
（
見
て
）
電
話
で
、
①
五
○
万

融
資
し
ま
す
。
一
○
○
万
を
す
ぐ

融
資
し
ま
す
。
②
審
査
な
し
、
低

利
で
融
資
し
ま
す
。
な
ど
融
資
の

呼
び
か
け
を
し
ま
す
。

〃
申
込
み
す
る
と
、
「
審
査
し
て
」
、

「
信
用
を
み
た
い
」
、
「
返
済
能
力

を
み
た
い
」
…
の
で
五
万
円
（
数

万
か
ら
数
十
方
程
度
）
を
東
京
○

○
銀
行
、
○
○
口
座
に
振
り
込
ん

で
下
さ
い
。

参
振
込
す
る
と
「
審
査
し
て
い
る
」
、

「
担
当
者
が
不
在
」
、
「
○
○
日
中

に
は
融
資
す
る
」
…
な
ど
口
実
を

つ
け
、
以
後
連
絡
が
取
れ
な
く
な

る
。

★
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

す
《
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
お
電
話
下
さ
い
。

・
金
木
瞥
察
署
総
務
課
相
談
係

公
五
三
’
二
二
七（

内
線
二
二
）

・
青
森
県
警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室

云
○
一
七
’
七
三
五
’
九
二
○

※
若
し
く
は
＃
九
二
○

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
○
○
四
年
が
皆
さ
ん

に
と
っ
て
最
良
の
年
と
な
る
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
広
報
と
は
な
ん
ぞ
や
」
と
問
い

続
け
た
九
ヶ
月
。
ま
だ
答
え
は
見
出

せ
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
役
が
広
報
で
あ
る
こ
と
は
確
か
。

今
、
も
っ
と
も
皆
さ
ん
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
事
は
合
併
問
題
だ
と
思

い
ま
す
が
、
合
併
に
前
向
き
な
人
、

批
判
的
な
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

思
惑
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
、
同
じ
地
域
人
と
し
て
他
者
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
い
か
に
も
つ
こ
と

が
で
き
る
か
。
こ
う
し
た
意
識
へ
の

訴
え
か
け
等
も
広
報
の
役
割
な
の
で

は
な
い
の
か
と
、
今
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
答
え
を
模
索
し
な
が
ら

齋
闘
し
ま
す
。

皆
様
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

⑤
⑧
⑥
③

警
察
か
ら
の
お
願
い


